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251，231人

86，688世帯

(平成 5年 6月 1日現在)

人口

世帯

情報化に対応できる人材を

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
横
内
中
学
校
一
年
四
組
の
数
学
の
授
業

教
育
委
員
会
で
は
、
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
を
寸
成
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら

市
内
各
中
学
校
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
を
設
け
、

一
ク
ラ
ス
分
四
十
一
台
(
全
体
で
六
百
十
七

台
)
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
l
(パ
ソ
コ
ン
)
を
導
入
し
ま
し
た
。
予
算
は

一
億
五
千
五

百
万
円

(リ
1
ス
代
)
で
す
。
ま
ず
、
中
学
三
年
生
の
授
業
で
使
い
方
を
指
導
し
、
い
ろ
い
ろ
な

教
材
に
活
用
し
な
が
ら
学
習
意
欲
の
向
上
や
授
業
の
効
率
化
な
ど
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

校
舎
改
修
中
の
江
陽
中
学
校
と
金
旭
中
学
校
は
、
校
舎
改
修
が
終
わ
り
次
第
導
入
し
ま
す
。

学
習
の
道
具
に
活
用

二
十
一
世
紀
に
向
け
た
情
報

化
社
会
に
対
応
で
き
る
能
力
を

育
成
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の

情
報
の
中
か
ら
自
分
に
必
要
な

情
報
を
入
手
し
、
そ
の
情
報
を

整
理
し
、
必
要
な
情
報
が
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
悶
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
得
た
情

報
か
ら
創
造
し
て
い
く
力
、
さ

ら
に
そ
の
情
報
を
友
達
や
先
生

に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
情
報
活

用
能
力
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
教
育
委
員
会
で
は
、

情
報
化
社
会
に
対
応
で
き
る
児

童
生
徒
を
育
て
る
た
め
に
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
学
習
の
道
具

と
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
児
室

生
徒
が
学
習
し
て
い
く
う
え

で
、
コ
ン
パ
ス
や
鉛
筆
と
同
じ

よ
う
な
感
覚
で
使
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。

文
章
を
暫
く
と
き
に
ノ
1
ト

で
は
、
あ
る
程
度
筋
道
を
考
え

て
哲
か
な
け
れ
ば
い
け
せ
ん
。

し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

は
、
思
い
つ
い
た
文
章
を
そ
の

ま
ま
打
ち
込
み
、
後
で
文
の
入

れ
替
え
や
付
け
足
し
を
し
て
、

表
現
し
た
い
文
章
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
円
グ
ラ
フ
は
、
啓
く

の
に
時
間
が
か
か
り
、
決
め
ら

れ
た
授
業
時
間
で
は
、
話
し
合

い
の
時
間
が
取
れ
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で
描
く
こ
と
に
よ
り
、

話
し
合
い
の
時
間
が
確
保
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

教
師
の
指
部
と
し
て
は
、
黒

板
や
チ
ョ
ー
ク
だ
け
で
理
解
さ

せ
に
く
い
ζ
と
を
、
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
た
り
、

ド
リ
ル
や
解
説
等

に
活
用
し
た
り
し
て
、
授
業
の

効
率
化
を
図
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
効
果

パ
ソ
コ
ン
の
導
入
に
よ
る
効

果
は
、
子
供
の
学
習
意
欲
や
学

習
技
能
の
定
着
、
情
報
化
に
対

応
で
き
る
能
力
や
感
性
の
育
成

が
期
待
で
き
ま
す
。

教
師
に
と
っ
て
は
、
指
導
力

の
向
上
や
個
性
化
、
授
業
の
効

率
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

指
導
内
容
の
改
善
や
資
料
の
菩

積
、
修
正
、
利
用
が
容
易
と
な

り
ま
す
。

モ
デ
ル
校
の
旭

陵
中
を
模
範
に

旭
陵
中
学
校
で
は
、
平
成
元

年
か
ら
県
の
情
報
機
器
活
用
研

究
校
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
股
け
、
あ
ら
ゆ
る
活
用
方
法

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま

ず
生
徒
に
は
、

「触
れ
て
親
し

む
」
か
ら
始
め
て
、
教
材
ソ
フ

ト
を
基
に
、
い
ろ
い
ろ
な
授
業

で
の
活
用
が
研
究
さ
れ
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
視
聴
党
機
掘

と
し
て
の
活
用
も
さ
れ
、
授
業

に
役
立
て
て
い
ま
す
。

技
術
家
庭
科
の

時
間
に
勉
強
を

五
月
に
導
入
さ
れ
た
パ
ソ
コ

ン
は
、
中
学
三
年
生
を
対
象
に

技
術
家
庭
科
の
時
間
で
、
機
能

や
使
い
方
を
指
導
し
、
そ
れ
以

後
は
、
学
校
ご
と
に
数
学
や
理

科
な
ど
の
教
材
と
し
て
、
幅
広

く
活
用
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
空
き
時
聞
を
利
用

し
て
、
中
学

一
・
二
年
生
に
も

「
触
れ
て
親
し
む
パ
ソ
コ
ン
」

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
導
入
さ

れ
た
ば
か
り
の
パ
ソ
コ
ン
で

す
。
フ
ァ
ミ
コ
ン
の
大
好
き
な

子
供
た
ち
が
、
新
た
な
学
習
意

欲
や
感
性
を
喪
う
道
具
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し

ょ-つ。導
入
が
一
歩
遅
く
な
る
金
旭

中
学
校
は
、
校
舎
の
改
修
を
待

っ
て
二
学
期
中
ご
ろ
か
ら
、
江

陽
中
学
校
は
三
学
期
か
ら
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
は
来

年
度
か
ら
逐
次
導
入
す
る
予
定

で
す
。

• • • 15周年を迎えた七夕会
手話通訳 で聴覚障答者との交流を始

めて15周年を迎えた 「七夕会」を取材

した。取材は大沢くみ予 さん(ふじみ

野)

平
塚
七
夕
ま
つ
り
と
共

に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

願
い
、
聴
覚
障
害
者
と
の

交
流
を
図
り
な
が
ら
、
毎

週
火
曜
日
の
午
前
中
、
福

‘F

祉
会
館
で
手
話
の
勉
強
を

h
p
 

4
司

4

司
続
け
て
い
る

「七
夕
会
」

‘

の
み
な
さ
ん
を
お
訪
ね
し

一
ま
し
た
。

一

昭
和
五
十
三
年
に
発
足

一
し
、
現
在
男
性
五
人
を
合

一
め
た
会
員
数
は
五
十
九

一
人
。
聴
覚
障
害
者
の
方
も

一
交
え
、
家
庭
的
な
雰
囲
気

一

の
中
で
、
=
百
一
言
を
手

一

で
表
現
さ
れ
て
い
く
様
子

一
を
拝
見
し
て
い
る
と
、
た

一
だ
口
で
話
す
こ
と
よ
り

一

も
、
心
の
奥
底
か
ら
わ
き

一
あ
が
る
も
の
が
、
手
か
ら

一

発
せ
さ
れ
て
い
る
様
な
気

一

が
し
ま
し
た
。

一

「
七
夕
会
」
で
は
、
手

一
話
の
学
習
の
ほ
か
に
ハ
イ

一
キ
ン
グ
、
見
学
会
、
料
理

一
講
習
会
な
ど
会
員
の
親
睦

一
を
図
る
と
共
に
、
市
が
主

・
催
す
る
講
演
会
で
の
手
話

• • 

通
訳
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
七
月
末
か
ら
は
一
般

市
民
を
対
象
と
し
た
手
話

講
習
会
を
聞
く
ほ
か
、
有

線
テ
レ
ビ

s
ceNの
手
話

通
訳
を
担
っ
て
い
ま
す
。

「
昭
和
五
十
七
年
の
国

際
障
筈
者
年
を
契
機
に
、

市
内
の
公
民
館
に
も
手
話

サ
ー
ク
ル
が
で
き
、
聴
覚

障
害
者
に
対
す
る
理
解
が

広
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
若
い
人
た
ち
に

も
手
話
を
勉
強
し
て
い
た

だ
き
、
手
話
通
訳
者
と
し

て
の
活
動
を
期
待
し
た

い
」
と
い
う
阿
部
会
長
の

お
話
で
し
た
。

限
ら
れ
た
手
話
表
現
の

中
で
、
微
妙
な
言
い
回
し

を
ど
う
表
す
か
、
な
か
な

か
難
し
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
十
五
周
年
を
記
念
し

て
発
行
さ
れ
た
記
念
誌
の

中
に
「
愛
し
き
小
さ
な
わ

が
両
の
手
よ
、
心
や
さ
し

く
私
の
宮
魂
を
伝
え
て
、

た
と
え
宇
宙
の
風
の
音
が

聞
こ
え
ず
と
も
、
手
話
は
、

世
界
の
人
々
の
心
が
見
え

る
」
と
い
う
文
章
を
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
「
七
夕
会
」

が
ま
す
ま
す
発
展
し
、
活

揮
す
る
こ
と
を
確
信
い
た

し
ま
し
た
。

• • • 
七夕会のみなさん• • • 
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ン
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う

と、

今
年
も
湘
南
ひ
ら
つ
か
ピ

ー
チ
パ

1
ク
を
開
設
す
る
。

期
間
中
は
、
湘
南
地
区
随
一

。
衆
議
院
議
員
総
選
挙

・
最
高

裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

マ
投
票
日
時

7
月
四
日

(臼
)

午
前
7
時

1
午
後
6
時

マ
投
票
で
き
る
方
昭
和
刊
年

7
月
刊
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

マ
投
票
所
整
理
券
(
郵
送
済

み
)
で
お
確
か
め
を
。

1
枚
の

は
が
き
で
2
人
分
ま
で
の
整
理

券
を
送
付
し
て
あ
る
の
で
、

名

前
を
確
認
し
、
各
自
切
り
離
し

て
投
票
所
に
お
持
ち
い
た
だ
き

た
い
。

マ
不
在
者
投
票

ω選
挙
管
理
委
員
会
事
務
室

投
票
日
の
当
日
、
仕
事
な
ど

で
投
票
で
き
な
い
方
は
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
室
(
市
役
所
新

館

1
階
西
側
)
で
投
票
で
き 320mあるボードウ オークでの海浜浴

の
広
い
砂
浜
が
残
さ
れ
て
い
る

平
塚
海
岸
を
舞
台
に、

楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
用
意
さ

れ
る
。
今
年
の
耳
は
ボ
1
ド
ウ
オ

ー
ク
で
潮
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、

思
い
思
い
に
お
過
ご
し
を
。

マ
期
間

7
月
初
日

(火

)
3

8
月
白
日
(
火
)

・
時

間

平

日

午

前

9
時

3
午
後

5
時
、
土

・
日
暇
日

午
前
9
時

1
午
後
6
時

マ
会
場

湘
南
ひ
ら
つ
か
ピ
1

チ
パ

I
ク

(
平
揮
駅
南
口
か
ら

徒
歩
で
日
分
、
期
間
中
は
駅
南

口
5
湘
南
海
岸
公
園
の
臨
時
パ

ス
が
約
叩
分
間
隔
で
運
行
)

マ
利
用
で
き
る
施
設
ボ
ー
ド

ウ
ォ

1
ク
、
ピ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ

コ
l
ト
(
パ
レ

l
、
サ
ッ
カ
ー
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
)
、
更
衣

室
、
シ
ャ
ワ
ー
ほ
か

マ
イ
ベ
ン
ト

・
湘
南
ひ
ら
つ
か
ピ
ー
チ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会

7
月
幻
自

(金

)
5お
臼
(
臼
)
、
参
加

百
九
十
チ
1
ム

・
ピ
l
チ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
羽
平

塚

7
月
ぬ
臼
(
木
)
3
8
月

1
日
(
臼
)
参
加
百
四
十
四
チ

ー
ム・

ポ
イ
ン
ト
ピ
l
チ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会

7
月
幻
自
1
8
月

却
自
の
毎
週
土

・
日
曜
日
、
参

加
は
当
日
受
目
付
け
こ
般
男

子
の
部
・

一
般
女
子
の
部
)

・
ピ
1
チ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

8
月

7
日
(
土
)
1
8
日

(
日
)
、
参
加
持
チ
l
ム

・
ピ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

8
月
幻
自
(
土
)

i
n日
(
日
)
、
参
加
日
チ
1
ム

マ
問
い
合
わ
せ
先
水
政
課
整

備
担
当
(
内
線
六
三
三
)

請
負
契
約
な
ど
可
決

五
月
三
十

一
日
か
ら
開
会
さ

れ
た
市
議
会
六
月
定
例
会
は
、

二
十
一
日
審
議
を
終
え
閉
会
さ

れ
た
。
今
回
の
議
会
は
補
正
予

算
や
工
事
部
負
契
約
の
締
結
な

ど
十
八
案
件
が
提
案
さ
れ
、
す

る
。
こ
の
場
合
、
宣
誓
哲
を
告

い
て
い
た
だ
く
の
で
、
印
鑑
と

整
理
券
を
お
忘
れ
な
く
。

-
投
票
期
間

7
月
口
臼
(
土
)

ま
で

・
投
票
時
間
午
前
8
時
加
分

1
午
後
5
時

ω指
定
病
院
等

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会

が
指
定
し
た
病
院
等
に
入
院
し

て
い
る
方
の
中
で
、
歩
く
こ
と

が
困
難
な
方
は
そ
の
病
院
等
で

投
裂
が
で
き
る
。

マ
選
挙
公
報

投
票
日
の
2
目
前
ま
で
に
新

聞
折
り
込
み
で
お
届
け
す
る
。

新
聞
来
購
読
の
方
は
、
選
挙
管

理
要
員
会
事
務
局
(
内
線
四
九

四
)
に
ご
連
絡
を
。

ベ
て
原
築
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

(
敬
称
略
)

{
物
品
購
入
契
約
の
締
結
}

-
美
術
館
用
絵
画
安
回
収
彦

作
品

「宮
本
二
天
像
」
:
・
五
千

三
百
五
十
六
万
円
、
契
約
先

株
式
会
社
ア
イ
シ

1
エ
1
企
画

{工
事
請
負
契
約
の
締
結
}

・
南
防
波
堤
工
事
:
・一
ニ
億
二
千

三
十
三
万
円
、
契
約
先
東
亜

建
設
工
業
株
式
会
社
横
浜
支
居

・
西
防
波
堤
(
日
)
工
事
・:
二

億
六
千
七
百
二
十
八
万
五
千
円
、

契
約
先

若
築
建
設
株
式
会
社

横
浜
支
庖

・
豊
田
平
等
寺
幹
線
築
造
工
事

そ
の
2
:・二
億

一
千
二
百
十
八

万
円
、
契
約
先
村
本
建
設
株

式
会
社
神
奈
川
支
社

・
ふ
じ
み
野
南
豊
田
幹
線
築
造

工
事
そ
の
5
・・
・四
億
三
百
七
十

六
万
円、

契
約
先
東
洋
建
設

株
式
会
社
横
浜
支
庖

・
競
輪
場
第
2
セ
ン
タ
ー
ス
タ

ン
ド
整
備
工
事
(
建
築
)
:・
十

九
億
四
千
六
百
七
十
万
円
、
提

約

先

前

田

・
匠
建
設
共
同
企

業
体

・
同
(
衛
生
)
:
・二
億
七
千
六

百
四
万
円
、
契
約
先
菱
設

・

平
塚
駅
西
口
の
北
側
に
あ
る

平
塚
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
ポ
1
ト

で
は
、
自
転
車
を
貸
し
出
し
て

い
る
。と

の
施
設
は
、
自
由
に
自
転

車
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
オ
ー

プ
ン
し
て
い
る
も
の
で
、
通
勤

通
学
は
も
ち
ろ
ん
の
と
と
、
仕

事
や
買
い
物
に
も
利
用
で
き
る

フ
ソ
ウ
建
設
共
同
企
業
体

・
同
(
空
捌
)
・
:
四
億
一
千
一一

百
万
円
、
契
約
先

三
建

・
根

布
建
設
共
同
企
業
体

・
同
(
電
気
)
・:
五
億
七
千
六

百
八
十
万
円
、
契
約
先
六
興
・

興
和
建
設
共
同
企
業
体

日
億
円
を
補
正

今
回
の
補
正
予
算
額
は
九
億

九
千
百
八
十
五
万
五
千
円
で
、

国
県
補
助
金
の
内
定
に
伴
う
も

の
や
、
当
初
予
算
で
措
置
で
き

な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
補
正

し
て
い
る
。

主
な
も
の
は
由民
林
水
産
業
費

の
漁
港
整
備
事
業
費
、
土
木
費

の
湘
南
ひ
ら
つ
か
ピ
1
チ
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
費
、
湘
南
平
展

望
レ
ス
ト
ラ
ン
整
備
事
業
費
な

ど
で
あ
る
。
と
の
結
果
、

一
般

会
計
予
算
は
七
百
二
十

一
億
三

千
四
百
八
十
五
万
五
千
円
に
な

っ
た
。

平
和
を
考
え
よ
う

平
塚
市
は
、
昭
和
六
十
年
に

「核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
」
を

宣
言
し
、
以
後
今
日
ま
で
平
和

の
尊
さ
、
大
切
さ
を
願
う
事
業

を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、
今
年

も
平
和
月
間
(
七
月
十
六
日

i
八
月
二
十
日
)
の
期
間
中
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
平

和
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
ぜ

ひ
ご
家
族
で
ご
参
加
を
。

。
平
塚
空
襲
の
日
市
民
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

7
月
日
日

(
金
)
午

後
3
時
叩
分
1
5時
、
駅
周
辺

。
平
和
普
及
展

7
月
日
目

(金

)
1
n日
(
金
)
午
前
8

時
泊
分

1
午
後
5
時
、
市
役
所

市
民
ホ
1
ル

。
平
塚
空
襲
展

6
月
日
日

(金
)
5
7
月
初
日
(
金
)
午

前
9
時

1
午
後
4
時
日
分
、
博

物
館

。
平
和
図
書
展
示
会

7
月
日

日
(
金
)
3
8
月
初
日
(
金
)

午
前
9
時

3
午
後
4
時
印
分
、

中
央
図
書
館

。
広
島
、
長
崎
被
爆
写
真
展

自
転
車
を
お
貸
し
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
保
有
台

数
は
五
百
十
台
で
、
自
転
車
は

す
べ
て
整
備
済
み
の
も
の
。

一
日
一
回
あ
た
り
の
利
用
料

金
は
二
百
円
で
、

一
か
月
単
位
で

借
り
る
と
二
千
二
百
円
。
午
前

六
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
時
三

十
分
ま
で
利
用
(
日
曜
日
と
祝

平塚駅と自宅や会社を結ぶレンタ

サイクルの貸 し出しピークは、毎日

午 前 7時から 8時 ま で。 ご利用を。

8
月
2
臼
(
月
)
〈
3
9日

(月
)

午
前
8
時
泊
分

1
午
後
5
時、

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

。
平
和
灯
ろ
う
流
し

8
月
刊

日
(
月
)
午
後
6
時
却
分
1
8

時
、
金
目
川
観
音
橋
付
近

問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
部

(
内
線
二
三

O
)
へ
。

新
し
い
生
ご
み

処
理
器
を
販
売

市
で
は
、
新
型
の
生
ご
み
処

理
器

・
初
型
を
販
売
す
る
。

今
ま
で
ス
ペ
ー
ス
的
な
理
由

で
購
入
で
き
な
か
っ
た
ご
家
庭

に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
と

改
良
さ
れ
た
も
の
で
、
従
来
の

処
理
器
と
比
べ
て
小
さ
い

(角

型
で

一
辺
は
四
十
五
今
川
じ
も

の
の
、
水
分
を
除
く
機
能
が
つ

い
た
た
め
同
等
の
機
能
を
発
揮

す
る
。
販
売
価
格
は

一
千
円
。

購
入
申
込
件
は
自
治
会
を
通

し
て
配
布
す
る
の
で
、
七
月
三

十

一
日
(
土
)
ま
で
に
お
申
し

込
み
を
。
詳
し
く
は
、
環
境
衛

生
業
務
課
(
内
線
五
三

O
)
へ。

祭
日
は
休
み
)
で
き
、
月
決
め

契
約
で
利
用
さ
れ
て
い
る
自
転

車
は
自
宅
に
置
い
て
使
う
こ
と

も
で
き
る
。

な
お
、
サ
イ
ク
ル
ポ
l
ト
で

の
自
転
車
の
出
し
入
れ
は
、
カ
ー

ド
式
と
な
っ
て
い
る
た
め
待
ち

時
間
は
な
く
、
万
一
、
故
障
や

パ
ン
ク
を
し
た
と
き
は
、
サ
イ

ク
ル
ポ
1
ト
に
あ
る
自
転
車
と

交
換
で
き
る
。
ま
た
、
自
転
車

は
す
べ
て
車
体
保
険
、
傷
害
保

険
、
賠
償
貸
任
保
険
に
加
入
し

て
あ
る
の
で
、
安
心
し
て
利
用

す
る
と
と
が
で
き
る
。
ぜ
ひ
ご

利
用
を

0

・
問
い
合
わ
せ
先

平
原
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
ポ
1
ト
管
理
事
務

所
(
屯
話
幻

l
六
四

O
六
)

市
民
相
談
室
お

l
一一

一
一
(
内
線
二
九
三
)

。
人
権
法
律
相
談
・
行
政
相
談

7
月
初
日
(
火
)
、

8

月
3
日
(
火
)
日
時
S
M時

。
一
般
法
律
相
談

7
月
幻
自
(
水
)
、
お
日
(
水
)
日

時
3
M時
、
予
約
制
(
世
話
で
も
可
)

O
登
記
供
託
測
量
相
談

8
月
日
目
(
金
)
日
時
S
M時

。
発
明
考
案
特
許
相
談

8
月
9
日

(
月
)
叩
時
3
日
時

。
下
請
取
引
相
談

7
月
日
日
(
木
)
日
時
却
分
S
M時

。
定
例
年
金
相
殺

8
月
ロ
日

(木
)
叩
時
1
日
時

。
消
費
生
活
相
談
毎
週
金
曜
日
9
時
3
日
時

。

一
般
市
民
相
談
毎
週
月
3
金
陥
日
9
時
3
M時

。
住
宅
相
談

7
月
初
日

(火
)
日
時
1
日
時

青
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)

M

l
七
=
一
一
一

O
青
少
年
相
談

毎
週
月
1
金
躍
日
9
時
1
M時

。
青
少
年
相
談
出
張
窓
口

7
月
四
日
(
木
)
叩
時
S
M

時
、
大
野
公
民
館

イ市.~
。
悩
み
ご
と
は

H

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お
l
七
八
三
O

毎
週
月
'
・
3
金
曜
日
9
時
3
M時
泊
分

(土
昭
日
は
日
時
i
m時
初
分
)

福
祉
会
館
お

l
二
三
三
三

。
生
活
支
援
相
談

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
・
毎
週
月
5
金

曜
日
8
時
泊
分
1
口
時

。
結

婚

相

談

毎

週

日
曜
日
刊
時
3
日
時

(第
3
日

附
円
は
除
く
)

O
母
子
相
談
・
家
庭
児
意
相
談

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時

1
M時

。
高
齢
者
職
業
相
談

毎
週
月
1
金
暇
日
9
時
却
分
1
M

位-
E
伸

。
婦
人
相
般

8
月
山
門

(木
)
同
時
1
日
時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(崇
普
小
学
校
北
側
)

話

l
六
O
一
二

毎
迎
月
3
金
脇
田
9
時
1
口
時
(
電

話
に
よ
る
相
談
は
師
迎
月
5
土
附
円

9
時
3
げ
時
)



第 50フ号

サ
マ
l
ス
ク
ー
ル
に

広報ひらつか

市
で
は
、
夏
休
み
に
い
ろ
い

ろ
な
体
験
を
し
て
い
た
だ
こ
う

と
今
年
も
す
マ
l
ス
ク
ー
ル
を

開
く
。
お
友
達
と
一
緒
に
ご
参

加
を
。農

業
体
験
学
習

農
家
に
宿
泊
し
な
が
ら
民
業

体
験
を
し
て
み
る
。

マ
日
程

8
月
四
日
(
木
)

1
羽
田
(
金
)
、
-
泊
2
日

湘
南
平
塚
七
夕
ま
つ
り
も
終

わ
り
、
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み

ま
で
あ
と
一
週
間
。

平成5年ア月寸 5日

ちびっ予の傑作

蒸気機関車の写生会

勝綿、

(3) 

特
i翠

原
佐
知
さ
ん
の
作
品
(
な
で
し
こ
幼
)

昨年の農業体験学習・酪農農家

マ
体
験
す
る
民
家
施
設
野

菜
、
花
き
温
室
、
聾
豚
、
酪
門
尻

島
家

マ
定
員
昨
年
参
加
し
て
い
な

い
小
学
5
年
生
1
6年
生
田
人

(
抽
選
)

マ
参
加
費
一
千
五
百
円

マ
申
込
期
限

7
月
幻
日
(
木
)

マ
申
込
先
湘
南
農
業
協
同
組

合
内
湘
南
民
業
経
営
士
会
(
電

話
お

l
一
一
五
五
)

ク
リ
ー
ン
教
室

ご
み
や
環
境
に
つ
い
て
の
自

由
研
究
や
宿
題
に
つ
い
て
の
相

談
を
お
受
け
す
る
。

マ
相
談
で
き
る
日

7
月
幻
自

1
8月
初
日
の
毎
週
木
曜
日

・
時
間

午
後
2
時
1
3時

マ
会
場
環
境
衛
生
業
務
課

マ
対
象
小
学
生

1
高
校
生

マ
問
い
合
わ
せ
先
環
境
衛
生

業
務
課
業
務
係
(
内
線
五
三

O
)

自
由
研
究
相
談
会

学
芸
品
が
自
由
研
究
の
テ
ー

マ
設
定
、
研
究
の
進
め
方
な
ど

文
化
公
園
内
に
あ
る
D
臼
型

蒸
気
機
関
車
写
生
会
が
、
五
月

十
六
日
に
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん

の
ち
び
っ
子
画
家
が
思
い
思
い

に
描
い
た
作
品
の
中
か
ら
、
こ

の
程
入
賞
作
品
五
十
二
点
が
決

ま
っ
た
。
特
選
と
な
っ
た
方
は

次
の
と
お
り
。
な
お
、
入
賞
作

品
は
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
(
七

月
十
九
日
:
二
十
三
日
)
に
展

示
さ
れ
る
。
応
募
ニ
百
三
十
五

点

(

敬

称

略

)

マ
特
選
原
佐
知
(
な
で
し
こ

幼
稚
園
)
、
遠
藤
由
香
(
旭
小

1
年
)
、
加
藤
隼
(
港
小

2

に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
す

る。マ
相
談
で
き
る
日

7
月
幻
日

(
火
)
、

8
月
初
日
(
金
)

・
時

間

午

前

9
時

1
ロ
時

マ
会
場
博
物
館
科
学
教
室

マ
問
い
合
わ
せ
先
博
物
館

(
電
話
お
|
五
一
一
一
)

子
供
環
境
教
室

水
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

マ
日
程

7
月
羽
目
(
水
)
、

却
臼
(
木
)

・
時

間

午

前

9
時

5
午
後
4

時
加
分

マ
内
容

羽
目
(
寒
川
神
水

場
、
相
模
川
右
岸
処
理
場
を
見

学
)
、
泊
目
(
市
内
の
河
川
調

査
)

マ
定
員

小
学
4
年
生
1
6年

生
初
人
(
先
器
順
)

マ
申
込
先
蹴
境
保
全
部
保
部

対
策
係
(
内
線
三
三

O
)

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

老
人
ホ

I
ム
で
施
設
体
験

(
話
し
相
手
、
買
い
物
介
助
、

食
事
介
助
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
)
を
し
て
み
る
。

マ
日
程

7
月
却
臼
(
木
)

3
初
日
(
金
)
、

1
泊
2
日

マ
会
場
平
塚
老
人
ホ
l
ム

マ
定
員
中
学
生

1
高
校
生
初

人
(
先
着
順
)

マ
申
込
先
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー

(
屯
話
お

l
二
三
三
三
)

毅
急
法
講
習
会

け
が
や
病
気
に
対
す
る
応
急

手
当
(
日
赤
ジ
ュ
ニ
ア
救
急

法
)
を
学
ん
で
み
る
。

マ
日
時

8
月
幻
日
(
金
)
午

後
1
時
泊
分

5
4時
初
分

マ
会
場
勤
労
会
館

マ
定
員
小
学
4
年
生

3
6年

生
叩
人
(
先
着
順
)

マ
申
込
先
生
活
福
祉
課
管
理

係

(内
線
二一

O
)

樹
園:
援護議
官
羅議
鉱業

豊富
議

教
育
委
員
会
で
は
、
日
ご
ろ

の
文
芸
活
動
の
成
果
を
発
表
し

て
い
た
だ
く
市
民
文
芸

「互
の

部
」
の
作
品
を
募
集
す
る
。

マ
部
門
お
よ
び
題

・
俳
句

「
夏
祭
り
」
、
「
あ

じ
さ
い
」
1
人
3
句
ま
で

・
短
歌

「互
の
雑
詠
」
1
人

2
首
ま
で

・
川
柳

「七」

1
人
3
句
ま

で・
現
代
詩

1
編

題
は
自
由
、

1
人

年
)
、
茂
田
佑
樹
(
神
田
小
3

年
)
、
植
原
朋
子
(
松
が
丘
小

4
年
)
、
米
由
美
穂
(
崇
普
小

5
年
)
、

山
崎
万
幾
子
(
花
水

小
6
年
)

…

D
臼
型
制
号
蒸
気
機
関
車
…

子
供
た
ち
の
教
材
に
と
…

昭
和
四
十
四
年
、
市
が
旧
…

…
悶
鉄
(
闇
府
、
待
機
関
区
)

…
か
ら
借
り
た
も
の
。
こ
の
…

機
関
車
は
昭
和
一一一
十
五
年
…

ま
で
働
き
、
百
十
万

J
M
…

の
距
離
を
走
っ
た
。

マ
応
募
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
方

マ
応
募
要
領
①
未
発
表
の
本

人
の
作
品
で
あ
る
こ
と
②
部

門
ご
と
に
別
の
は
が
き
(
詩
は

原
稿
用
紙
)
を
使
う
こ
と
③

か
い
出
で
暫
く
こ
と
④
部

門
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

は
、
は
が
き
の
裂
に
暫
く
こ
と

⑤
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
は
勤

務
先
(
学
校
)
を
暫
く
こ
と

マ
応
募
期
限

8
月
6
日

(
金
)

マ
応
募
先

一Tm平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

(
内
線
五
二
四
)

ベ
ラ
ン
ダ
の
緑

化
団
体
を
募
集

ン
タ
1
、
用
土
、
草
花
を
お
配

り
す
る
。

マ
対
象

3
階
建
て
以
上
の
共

同
住
宅
で
、
①
戸
数
は
初
戸
以

上
②
河
軒
以
上
の
戸
数
が
参

加
す
る
③
ベ
ラ
ン
ダ
が
公

道
、
公
園
に
面
し
て
い
る
と
と

{緑
化
標
語
}

マ
テ
1
マ
①
植
樹
や
緑
化
の

意
識
が
高
ま
る
も
の
②
市
民

の
木

「
く
す
の
き
」
、
市
民
の

花
「
な
で
し
こ
」
を
紹
介
で
き

る
も
の

マ
応
募
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
方

監
査
の
結
果

マ
応
募
作

品

①

1
点
初
字
以

内

②

1
人
2
点
以
内
③
は

が
き
で
応
募
す
る

マ
応
拡
期
限

9
月
刊
日
(
金
)

か -
」輸
を差
作し
ろ編
うみ

竹
細
工
講
習
会
が
聞
か
れ
る
。

こ
の
講
習
会
は
七
夕
ま
つ
り
に

使
わ
れ
た
竹
の
再
利
用
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

は

一
輪
差
し
の
編
み
か
ご
を
作

っ
て
み
る
。
ご
参
加
を
。

マ
日
程

7
月
M
臼

(
土
)
、

お
臼
(
臼
)

・
時
間
午
後
1
時
叩
分
1
3

時
泊
分

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
市
民
プ
ラ

ザマ
定
員
中
学
生
以
上
の
方
各

日
人
(
先
着
順
)

マ
申
込
先
ひ
ら
つ
か
市
民
プ

ラ
ザ
(
電
話
ね
|
六
三
二
九
)

青
少
年
海
外
派

遣
団
員
決
ま
る

今
年
度
の
平
塚
市
背
少
年
海

外
派
巡
回
の
問
円
以
が
決
ま
っ
た
。

一
行
は
八
月
四
日
か
ら
十
二

日
ま
で
の
九
日
間
、
姉
妹
都
市

と
な
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
ロ
ー
レ
ン
ス
市
を
訪
れ
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
現

局
、
消
防
本
部
に
お
け
る
収
入

支
出
事
務
②
結
果
お
お
む

ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た

マ
同
第
7
号

①

対

象

市

民

病
院

(庶
務
課
、
医
事
課
)
に

お
け
る
契
約
事
務
お
よ
び
財
産

(
有
形
固
定
資
産
)
の
取
得
、

管
理
、
処
分
事
務
②
結
県

お
お
む
ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
た

マ
同
第
8
号

①

対

象

秘

岱

課
ほ
か
同
課
に
お
け
る
重
要
物

7月納期の市税 ・手数料…t

。 対象税等

・固定資産税 (第 2期)

・同民健康保険税 (第 2期)

・同民年金保険料 (~41Im 

. i'i'J"抑し尿従川手数料{約 4W]) 

O納期最終日 8月 2日(月)

地
の
青
少
年
と
の
交
流
を
深

め
、
そ
の
成
果
を
市
内
で
の
背

少
年
活
動
に
役
立
て
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
な
お
、
今
岡
は
百

九
十
三
人
が
応
募
さ
れ
、
作
文

や
面
接
審
査
に
よ
り
、
十
六
人

(
中
学
生
七
人

・
同
校
生
九

人
)
が
選
ば
れ
た
。
(
敬
称
略
)

マ
団
員
橋
本
和
子

・
井
上
朝

陽
(
大
住
中
3
年
)
、
山
本
知

栄
(
中
原
中
3
年
)
、
佐
藤
亜

希
子
(
横
内
中
3
年
)
、
石
川

貴
夫
(
大
野
中
3
年
)
、
秋
山

咲
子
(
土
沢
中
3
年
)
、
矢
木

ゅ
う
き

(山
城
中
3
年
)
、
大

舘
は
る
か

(
ニ
宮
高
1
年
)
、

飯
田
志
知
(
平
塚
江
南
高
1

年
)
、
秋
山
盟
(
平
塚
山
子
園
高

2
年
)
、
吉
野
英
紀

・
後
藤
典

子
(
平
療
江
南
河
2
年
)
、
大

湯
亜
紀
子
(
大
磯
高
1
年
)
、

山
田
泰
嗣
(
大
磯
高
2
年
)
、

小
西
部
(
平
塚
工
業
高

2

年
)
、
田
辺
皐
奈
(
平
塚
商
業

高
3
年
)

品
の
管
理
事
務
②
結
果

好
に
管
理
さ
れ
て
い
た

マ
同
第
9
号

①

対

象

職

員

課
ほ
か
口
課
の
貯
蔵
品
の
管
理

事
務
②
結
果
適
正
に
管
理

さ
れ
て
い
た

マ
同
第

刊

号

①

対

象

管

財

謀
、
会
計
課
に
お
け
る
有
価
証

券
、
出
資
証
券
お
よ
び
基
金
の

管
理
事
務
②
結
果
適
正
に

管
理
さ
れ
て
い
た

良

)*~臨むぞうJ1Jあなたの地区で広聴パトロール

7月30日(金)
午後 7時30分打ち上げ

雨天の場合は 7月31日出

日時

相欄11河口
3000発の打ちょ げ花火と仕掛け花火、スタ

ーマインコンクールが互の夜空を彩る

※今年から砂丘の関係で、打ち上げ場所が

相模川河口布出になる。

・民謡おどりパレー ド

午後6時から浴地区子供会が司有吉須賀支底

前から河口まで行う

..6.+目
Z玄場宕.-

、

.とき 7月21日(水)

・14時--16時金自公民館

-とき 7月27日(火)

・14時--16時旭北公民館

・19時--21時旭南公民館

監
査
委
員
小
宮
蹟
司
氏
、
福

岡
政
夫
氏
、
上
原
孝
生
氏
か
ら

ベ
ラ
ン
ダ
緑
化
団
体
と
緑
化
次
の
と
お
り
定
期
監
査
の
報
告

標
語
を
募
集
す
る
。
応
拡
は
み
が
あ
っ
た
。

ど
り
公
園
保
み
ど
り
推
進
係

マ
監
査
公
表
第
6
号

①

対
象

(
内
線
四
二
五
)
へ
。
総
務
部
(
情
報
管
理
課
、
屯
算

{ベ
ラ
ン
ダ
緑
化
助
成
団
体
}

一
シ
ス
テ
ム
課
、
工
事
検
査
課
は

団
体
で
ベ
ラ
ン
ダ
を
緑
化
す

一
除
く
)
、
会
計
課
、
議
会
事
務

る
と
き
、
緑
化
に
必
要
な
ブ
ラ

一
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

(内線355)広報広 聴眼広聴担当担当

お気軽に意見や要望を

回答が必要なものは後日ご返事

する



(4) 平成5年フ月寸 5日

ホ締ト
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広報ひらつか第 50フ号

マ
j

i
---市
で
は
、
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
有
効
に
使
う
た
め
、

マ
:
:
:
じ
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
と
や
り
く
り
し
て
い
る
が
、
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
:
:
:ム

一
般
の
家
庭
と
同
:
:
:
A

マ
:
:
:い
る
の
か
を
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
財
政
状
況
を
年
二
回
(
六
月
、

:
:
:
AU

農水費 消防費 市 手~

俗QI、Tσ42Jobr図。開-Bーv猛忍v三3a金瓜~ ιy許4e I 、準 正三三玉i三三1.三RZd5F B 

11，949円 10，205円 172，066円

市民f人当だりに

使われだ予算と納

められた市税

(平成5年 3月末日の )
人口250.316人で計算

費

mw紺

生衛費

鎧)，ミ家
育教費木土

主
な
事
業

平
成
四
年
度
は
漁
港
整
備
、

春
日
野
中
学
校
用
地
取
得
、
西

図
書
館
新
築
、
平
塚
子
ど
も
教

育
相
談
セ
ン
タ
ー
整
備
、
公
共

下
水
道
整
備
な
ど
、
数
多
く
の

合平成 4年度予算の執行状況 〈平成 5年 3月末日現在)

会 計 別 予 算現 額 収入済額 支出済額

一 般 会計 768億 1，000万円 682億 1，540万円 613億 9，573万円

特別会計 841憶5，945万円 719億 1，459万円 724憶6，763万円

競輪事業 496億 3.366万円 460億 1.734万円 440億 1.487万円

国民健康保険事 諜 98偲 5.880万円 92億 8.358万円 82億 2.313万円

都市改造事業 7億 410万円 7億 4.206万円 7億 262万円

下 水 道 事 業 134億 780万円 59億 4.491万円 97億 8.503万円

都市施設用地取得事業 4億 4.621万円 4億 4.621万円 4億 4.347万円

食閃センター 1億 194万円 9.097万円 8，555万円

交通災害共済事 諜 6.995万円 7.552万円 5.692万円

水産物地方卸売市場事業 3.513万円 3.654万円 2.695万円

総合公園用地取得事室長 9億 4，284万円 9億 4.284万円 9億 4.284万円

老人保健医痕都 諜 89偲 5.902万円 83億 3.462万円 81億 8.625万円

合計 上609憶 6，945万 円 1，401億 2，999万円 1，338億 6，336万円

※この公表の中で、歳入と歳出の予算現額に対して収入済額と支出済額が100<t;:にな

っていないのは、 未収入や未払い分があるためで、これらは 5月31日までの出納監理

期間中に整理されている。

29，787円

噌o 20 3040 60 60 70 80 90100守句O句20τ30旬40160160旬70(億円〉

131 

113健4，602万円

169112.441方向貸

費

費

木

育

生

土

教

民

5億3.385万円

一
般
会
計
歳
出
予
算

(平成
5
年
3
月
米
自
現
在
)

市
の
借
入
金

と
市
債
の
状
況

平
成
四
年
度
に
お
い
て
借
り

入
れ
た
市
債
(
平
成
五
年
五
月

末
日
現
在
)
は
、

一
般
会
計
で

三
十
五
億
三
千
七
百
八
十
五
万

円
、
特
別
会
計
で
五
十
九
億
八

百
二
十
万
円
の
合
計
九
十
四
億

四
千
六
百
五
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、

一
時
借
入
金
は
、

競
輪
事
業
会
計
に
お
い
て
腕
輪

グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
の
開
催
運
営

67，612円

資
金
に
充
て
る
た
め
、
五
十
一

億
一
千
万
円
を
借
り
入
れ
て
い

る。

市
民
一
人
当
た

り
の
負
担
額
は

平
成
四
年
度
(
平
成
五
年
五

月
末
日
現
在
)
に
納
め
ら
れ
た

市
税
に
対
す
る
市
民
一
人
当
た

り
お
よ
び
一
世
帯
当
た
り
(
二

・
九
二
人
)
の
負
担
額
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

⑬
 

ド
町

一

蹴
ナ
似

ム品

さ
口
汚

ぎ
ブ
ャ
ι

な

日
私
が
よ
く
散
歩
し
て
い
る

道
は
、
駅
南
口
か
ら
平
塚
海

岸
ま
で
ま
っ
す
ぐ
延
び
て
い

る
な
ぎ
さ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で

す。
両
側
の
歩
道
は
ゆ
っ
た
り

と
し
て
い
て
、
適
所
に
ポ
ケ

ッ
ト
パ

1
ク
が
設
貯
ら
れ
、

疲
れ
た
ら
腰
を
掛
廿
て
休
む

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
段
差

が
少
な
く
、
滑
ら
な
い
舗
装

材
が
使
わ
れ
て
お
り
、
お
年

寄
り
の
み
な
ら
ず
、
体
の
不

自
由
な
方
の
た
め
に
も
優
し

い
迫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

街
路
樹
は
鼎
松
を
主
体
に

け
や
き
、
く
す
べ
く
る
め
つ

つ
じ
、
お
か
め
笹
な
ど
が
歩

道
面
と
同
じ
高
さ
に
植
え
ら

れ
て
い
て
、
そ
の
広
い
空
間

が
平
塚
海
岸
へ
と
い
ざ
な
っ

私
の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
た
そ
が
れ
時
や
夜

に
な
る
と
、
人
魚
の
ず
か
し

彫
り
の
か
も
し
出
す
街
灯
に

異
国
情
緒
が
感
じ
ら
れ
、
松

葉
を
あ
し
ら
っ
た
照
明
の
下

で、

「互
に
な
っ
た
ら
浴
衣

を
岩
て
歩
い
て
み
た
い
ね
」

と
娘
と
話
し
な
が
ら
よ
く
ジ

ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
草
木
を
眺
め

の
ん
び
り
と
散
策
す
る
こ
と

は
、
ス
ト
レ
ス
解
消
と
な
る

ば
か
り
か
、
い
ろ
い
ろ
な
発

見
が
あ
っ
た
り
、
出
会
い
が

あ
っ
た
り
し
ま
す
。

最
近
は
、
息
子
が
成
人
す

る
こ
ろ
に
は
、
う
っ
そ
う
と

し
た
松
並
木
に
な
る
の
を
思

い
描
き
な
が
ら
、
乳
思
車
を

押
し
て
外
気
浴
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

〈募
集
〉
日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

。
送
り
先

一T
捌
平
塚
市
浅

間
町
9
1
1

平
塚
市
広
報

広
聴
楳

「私
の
好
き
な
散
歩

道
」
係
(
内
線
三一

四
)

消防職員採用試験の案内第21圏F市民曾1昌祭参加国体の募集

男子若干名

.資 格 ①短期大学及び高等学校を本

業または平成6年 3月に本梁見込みの方で、

昭和43年 4月 2日以降に生まれた健康な方

②身長160crn、体重50kg、胸囲80cm以上で、

両眼とも視眼視力が 0.6以上または操眼視力

が 0.1以上で、かつ矯正視力 1.0以上、色

党及ひ可志力が正常な方

・第1次試験 9月11日∞
.申し込み 8月31日ωまでに試験申込由

(庶務部に用意してある)を、本人が直接

消防本部庶務課へ持参する(内線387)

平成 6年 3月6日(日)

市民センターホール

開催日

会 場 .募集人員

第 明市..民主，
J品協"一一・ ... .::.:;司 勾 曹

マ
:
:
:
十
二
月
)
公
表
し
て
い
る
。
今
回
は
平
成
四
年
度
の
一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
:
:
:
ム

マ
:
:
:
せ
す
る
。
詳
し
く
は
財
政
課
財
政
担
当
(
内
線
三
五
三
)
に
お
尋
ね
を
。

j
i--
・
:
:
:
ム

事
業
を
行
っ
た
。
な
お
、
会
会

計
予
算
総
額
(
除
く
病
院
事
業

会
計
)
は
、
真
土
大
塚
山
公
園

用
地
取
得
事
業
費
な
ど
を
追
加

し
た
結
果
、

一
千
六
百
九
億
六

千
九
百
四
十
四
万
六
千
円
に
な

っ
た
。

、-‘- ， 

司、、、~ 

強

. 参 加資格 市 内で活動するー

般の合唱団

.申し込み 8月 31日ωまでに、

申込用紙またははがきで「参加

希望 」 と 表 示し、団体名、合唱

団代表者、指揮者ー氏名、住所、氾

話番号・を記入して市民センタ-

-" 

5

-

町

ロ

附
l
i

見

高

市

口
一時一

-P
タ

お
ン

干
セ

説

明

お

伸

一

n



第 50フ雪

108億 843万円

98偲 5879万円

89億5901万円

13億 9000万円

9億 2226万円

8億 6610万円

8億 5011万円

4偲 352万円

3億 5969万円

8436万円

11111，網棚|開11緋!樵il榊牒!糊綱相輸相1111

生 活・福祉環境づくり

市民病院事業

国民髄康 保 険 事 業

老人保健事業

生 活 保箆法に基づく扶助資

保育所 等児童措置費

身体障主宰者・精神薄弱者稲祉対策経費

老人福祉施設入所委託費

ごみ収 集経費

消防体 制の充実

火葬場 整備事業 (4- 6年度継続)

車車
掌
な
竹
飾
り
が
い
っ
ぱ
い

広報ひら・っか平 成 5年フ月寸 5日(5) 

8億 6636万円

4億 5064万円

4億 2457万円

3偲 7010万円

3億 4565万円

14億 5000万円

10億 2146万円

7億 7901万円

5億 7412万円

4億 9558万円

3億 8543万円

20億 339万円

17億 5557万円

4億 5662万円

3億 9000万円

134億 779万円

20億 4274万円

産業 ・経済環境づくり

漁港艶備事業

勤労者金融対策事業

中小企業金融対策経貸

出柴田境総合獲備事業

ショッピングモール艶備司王柴

容臼野中 学 校 校 地 取 得 事 提

西図暫館新築事業

大野中学校屋内運動場新改築事業

仮称太洋地域子どもの家主盗備耶業

平塚子 ども教育相談センター盤備事業

花水小学校校舎新 改築事業

公共下水迅ー整備事業

公園用地 取 得 事 業 ( 金 目 親 水 、 北 金 目、

なでしこ、五土大塚山、総合公園)

迫路改 良事業

都市普十画道路麓備事業

虹ケ浜C住宅建て替え事業

コ ミ ュニティ道路盤備事諜

教育・ 文化環 境づく り

都 市環境づ くり

堂
々
と
し
た
木
遣
り
ま
と
い
パ
レ
ー
ド

一

・・

4
吋
J
.川
aj

お
母
さ
人J

も

三話室

用
語
の
解
説

-
諸
収
入

競

輪

部

業

収

益

金
、
開
発
公
社
貸
付
金
の
返
還

金
な
ど
の
収
入
の
こ
と
。

・
国
庫
(
県
)
支
出
金

市
が

行
う
特
定
の
事
業
に
対
し
て
固

ま
た
は
県
が
支
出
す
る
も
の
で

負
担
金
、
補
助
金
、
委
託
金
の

三
つ
が
あ
る
。

・
市
債
学
校
や
住
宅
建
設
な

ど、

一
時
的
に
多
く
の
資
金
が

必
要
な
と
き
、
固
な
ど
か
ら
長

期
に
わ
た
っ
て
借
り
入
れ
る
も

の。-
人
件
費
議
員
報
酬
、
各
種

委
員
報
酬
、
特
別
職
給
与
、
職

員
給
与
、
地
方
公
務
員
共
済
組

‘、、、
急Z 、ー〆

lJ\~ 

/ 

ミス七夕の鬼塚 綾子 さん、金子貴 江さん、島田直美さん

第43回湖南ひらつか七夕まつり

湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り

と
名
称
を
変
吏
し
、
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
し
た
七
夕
ま
つ
り
が
、

今
年
も
東
海
道
本
通
り
を
中
心

に
繰
り
広
げ
ら
れ
、
訪
れ
る
人

た
ち
の
足
を
止
め
、
見
る
人
を

魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

商
庖
の
事
を
の
せ
た
竹
飾
り

が
梅
雨
の
合
同
の
涼
風
に
ゆ
れ

る
姿
は
、
ま
る
で
沿
道
の
親
子

連
れ
や
団
体
旅
行
の
一
行
を
歓

迎
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
、
み

な
さ
ん
を
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
へ

と
誘
い
ま
し
た
。

合
負
担
金
、
退
職
金
、
災
害
補

償
費
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

・
物
件
費
賃
金
、
旅
賀、

交

際
費
、
需
用
費
、
役
務
費
、
備

品
購
入
費
、
委
託
料
、
原
材
料

費
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

・
普
通
建
設
事
業
費
道
路
、

学
校
な
ど
の
新
増
設
な
ど
、
建

設
事
業
に
必
要
な
投
資
的
経
費

の
こ
と
。

・
公
債
費
市
街
の
返
済
に
あ

て
ら
れ
る
経
費
の
こ
と
。

・
扶
助
費
生
活
保
護
法
、
児

童
福
祉
法
、
老
人
福
祉
法
な
ど

の
法
令
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ

る
費
用
や
、
自
治
体
が
単
独
で

行
っ
て
い
る
各
都
扶
助
の
支
出

を
い
う
。

皇
太
子
さ
ま
と
雅
子
さ
ま
の
結
婚
飾
り
に
人
気

アンパンマンだfあっ

l' 
幼

首
L巴
も
七
夕
見
ヰ勿
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:領J盲~~ ~問、 働; :認 22222家 須縦攻l氏

会星を見る会

• IffJ悩 口 7月29円-8月26刊の毎迎

木 IIl[円、 参加自由

・時間 19時 -20時 30分
・会場博物館科学教室、屋上

梅山に打ち上げられた小動物、植物、

人工物を掠めて訓べてみる。参力ff門由 .

・1111与 8rJ1411(土) 91時30分-15

l時

・集合 化水川河口石碑前

会開館時間 9時 -16時50分

公休館日 毎週月1雌 r1、 月 *

*博 物 館

〒254洩Jl.¥J町 12-41

会漂着物 を 拾 う 会
(館8月17円毎週月曜日、会 f木宣官日

内消部)

会青少年会館

〒254浅 間町12-41 7029 

E~1III・II~ヨ
会土曜観察会

ill:l;!i32 

29日)の開館 時間

・貸出室 、 参考室 火 ~木l脱臼 9時 ~

17時 50分、金曜日 9時 -18時 50分、

土 ・ 白 眼目 9時 -16時 50分

-こども室 火~日曜日 9時 -16時 50

づ子

会休館日 毎週月昭H、月末

命 中央図書館

千254浅間町12-41

劇団ちろりんの出演 による ζ ども人

形劇。

・日時 7月30日 (金) 10時 30分~、

14時 30分~、 2回上演

・会場 中央図柄館 3階ホール

・入 場券 当日、とども主主で配布。各

130人先泊乞順

会人形劇「かちかち山J

会 ビデオ映画会

。7月 18日 (日) 10時、 14時、 中央館

「走れメロスJ 22分、童話。7月25日 (臼) 10時、 14時、 中央館

「泣いた赤おにJ 22分、盆話
【自然の新聞作り】

• 111"1 7刀24円

I三11Li 
・会場博物館科学教室

: ・持ってくる物銃記胤1，，)，、下?炊き j台市民アートギャラリー
バドミン ト ン の 基 本 的 ル ー ル や 技 術 : 【セミのぬけがら探し】

を学ぶ。 ・1111<1 8月 7目(土) 141"-'i30分~、 : 【第 161"1、11.以市凶】

・日程 8月 7日-28口の毎週土曜 ; 参 加自由 : . ltlJ 1口J 7rJ1811 (11) -8JJ 1 11 

日、全 4回 : ・会場吉沢周辺、松治守山f'i ~ (11) 

・時間 15時 -17時 : ・持ってくる物 銑記則μ、 B5J阪の j 【第11 い11'111出川県知:友円近迎~P. l公必JJI.1 1
-会場 背少 年 会 館 剣 泊 場 : 紙ばさみ、虫めがね、双山鋭 :・期!日，] 8JJ511 (木) - 811 (11) 

・定日 ，小学 4年生- 6年生20人 ;会夏 期特別展 「絵馬を読 むJ j Iml?lHl洲liypn'.()1;~ 協会凶】
中 央館 3階の参考室は 7月21臼(水) : (先315順) : ~ ;X_'VJO'J" "''''. I 'I • .u. ...~ <;.. ~/"""" .J : . !tfJr:JJ 8 J] 11 1 1 (水)-1511(11)

か ら 8月29日(臼)まで指定席制 (70 : ・保険料 200円 ; 南相模地方の絵馬をとりあげ、この j【す ってん凶(現代美術)】

席)となる。なお、社会人専用席は別 : ・持ってく る物 ラケット、体育館用 j地域の庶民灯仰の一端を紹介する。..期間 8JJl111 (水) ~1711 (火)

に設貯るのでお申し出を。また、 3階 j シューズ j ・期間 7月 20日(火) ~ 8 月 29 日 :*開館時間 9時 30分 -16時 50分

会鵠室を臨時学習席 (40席)とするの j合開館時間 : (円) jtk休 館日 毎週月曜口

でご利用を。 火 ~ 土 昭日 9時 -21時 30分 j 【配念講演会 ・日本の大絵馬】 j会美 術 館

合中 央館夏休み期間 (7月21日- 8月 : (回附日のみ 9時 -17時) : ・日時 7月25日(臼) 14時 -16時 j 〒加西八柵1-1-3 氾話35 2111 

・...~砂...~砂・..~砂・4砂....~砂・4砂・4・4砂.........~砂..~砂・4・・・.・.・・4砂・.・・...~・・4・・・・4・・・4砂~~砂.・4砂

5111 

E~~油
'dlr!li33 

(土 ) 1411.'i-、参加l

0415 

Eヨ砂~.~~週

食バドミントン教室

nJ:J舌31

会映 画会

。8月 1日(日) 10時、 14時 、 中央館

「ぼくのじしんえにつきJ 23分

「欲ばりな犬J 12分。8月 8日 (日) 10時、 14時、 中央館

「おかあちゃんごめんねJ 26分

「ミッ キー マウ スの 楽しい夢J 9分。8月 15日 (日) 10時、 14時 、 中央館

「う しろの正面だあれJ 90分

会参考室のご利用を
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